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○
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
五
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
第
二
条
第
三
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
圧
ガ
ス
保

安
法
施
行
令
関
係
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
関
係
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
関
係
告
示
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
第
三
号
リ
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
の
種
類

表
示
す
べ
き
事
項

容
器
の
構
造

甲

乙

使

用

中

噴

射

剤

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

高

温

に

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

て

お

り

危

険

な

た

め

、

下

記

の

が

噴

出

す

る

構

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

注
意

注
意
を
守
る
こ
と
。

造
の
も
の

な

い

も

の

で

あ

っ

て

、

一

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

か

つ

、

噴

射

剤

と

し

て

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

可

燃

性

ガ

ス

を

使

用

し

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

な

い

も

の

（

特

定

不

活

二

火
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
。
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性

ガ

ス

を

使

用

し

て

い

三

使
い
切

っ
て
捨
て
る
こ
と
。

る
も

の
を
除
く
。
）

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス

の
種
類

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

高

温

に

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

て

お

り

危

険

な

た

め

、

下

記

の

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

注
意

注
意
を
守
る
こ
と
。

な

い

も

の

で

あ

っ

て

、

一

炎

や

火

気

の

近

く

で

は

注

意

し

て

使

用

す

る

こ

か

つ

、

噴

射

剤

と

し

て

と
。

特

定

不

活

性

ガ

ス

を

使

二

火

気

を

使

用

し

て

い

る

室

内

で

大

量

に

使

用

し

用
し
て
い
る
も
の

な
い
こ
と
。

三

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ

と
。

四

火
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
。

五

使
い
切
っ
て
捨
て
る
こ
と
。

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス
の
種
類

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

火

気

と

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

た

可

燃

性

の

製

品

で

あ

り

、

危

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

高

温

に

険
な
た
め
、
下
記
の
注
意
を
守
る
こ
と
。
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る

も

の

又

は

噴

射

剤

と

注
意

一

炎
や

火
気
の
近
く
で

使
用
し
な
い
こ

と
。

し

て

可

燃

性

ガ

ス

を

使

二

火

気

を

使

用

し

て

い

る

室

内

で

大

量

に

使

用

し

用
し
て
い
る
も
の

な
い
こ
と
。

三

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

四

火
の
中
に

入
れ
な
い
こ
と
。

五

使
い
切

っ
て
捨
て
る
こ
と
。

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス

の
種
類

使

用

中

噴

射

剤

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

高

温

に

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

て

お

り

危

険

な

た

め

、

下

記

の

が

噴

出

し

な

い

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

注
意

注
意
を
守

る
こ
と
。

構
造
の
も
の

な

い

も

の

で

あ

っ

て

、

一

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

か

つ

、

噴

射

剤

と

し

て

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

可

燃

性

ガ

ス

を

使

用

し

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

な
い
も
の

二

火
の
中
に
入
れ

な
い
こ
と
。

高
圧

ガ
ス
：
使
用
す
る

ガ
ス
の
種
類
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〈
二
重
構
造
容
器
に
つ
き
捨
て
方
注
意
〉

ガ

ス

が

容

器

内

に

残

る

構

造

で

あ

る

た

め

、

枠

外

に

示

す

方

法

に

よ

り

ガ

ス

を

排

出

し

て

か

ら

捨

て

る

こ

と
。

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

火

気

と

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

た

可

燃

性

の

製

品

で

あ

り

、

危

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

高

温

に

険
な
た
め
、
下

記
の
注
意
を
守
る
こ
と
。

な

い

も

の

で

あ

っ

て

、

注
意

一

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

か

つ

、

噴

射

剤

と

し

て

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

可

燃

性

ガ

ス

を

使

用

し

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

て

い
る
も
の

二

火
の
中
に
入
れ

な
い
こ
と
。

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス
の
種
類

〈
二
重
構
造
容
器
に
つ
き
捨
て
方
注
意
〉

ガ

ス

が

容

器

内

に

残

る

構

造

で

あ

る

た

め

、

火

気

の

な

い

通

気

性

の

良

い

戸

外

で

、

枠

外

に

示

す

方

法

に

よ
り
ガ
ス
を
排
出
し
て
か
ら
捨
て
る
こ
と
。

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

火

気

と

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

た

可

燃

性

の

製

品

で

あ

り

、

危
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よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

高

温

に

険
な
た
め
、
下
記
の
注
意
を
守
る
こ
と
。

る

も

の

で

あ

っ

て

、

か

注
意

一

炎
や

火
気
の
近
く
で

使
用
し
な
い
こ
と
。

つ

、

噴

射

剤

と

し

て

可

二

火

気

を

使

用

し

て

い

る

室

内

で

大

量

に

使

用

し

燃

性

ガ

ス

を

使

用

し

て

な
い
こ
と
。

い
な
い
も
の

三

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ
と
。

四

火
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
。

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス

の
種
類

〈
二
重
構
造
容
器
に
つ
き

捨
て
方

注
意
〉

ガ

ス

が

容

器

内

に

残

る

構

造

で

あ

る

た

め

、

使

い

切

っ

た

後

、

枠

外

に

示

す

方

法

に

よ

り

ガ

ス

を

排

出

し

て
か
ら
捨
て
る
こ
と
。

火

炎

発

生

状

態

試

験

に

火

気

と

高

圧

ガ

ス

を

使

用

し

た

可

燃

性

の

製

品

で

あ

り

、

危

よ

る

火

炎

が

認

め

ら

れ

高

温

に

険
な
た
め
、
下
記
の
注
意
を
守
る
こ
と
。

る

も

の

で

あ

っ

て

、

か

注
意

一

炎
や

火
気
の
近
く
で

使
用
し
な
い
こ
と
。
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つ

、

噴

射

剤

と

し

て

可

二

火

気

を

使

用

し

て

い

る

室

内

で

大

量

に

使

用

し

燃

性

ガ

ス

を

使

用

し

て

な
い
こ
と
。

い
る
も
の

三

高

温

に

す

る

と

破

裂

の

危

険

が

あ

る

た

め

、

直

射

日

光

の

当

た

る

所

や

火

気

等

の

近

く

な

ど

温

度

が
四
十
度
以
上
と
な
る
所
に
置
か
な
い
こ

と
。

四

火
の
中
に
入
れ

な
い
こ
と
。

高
圧
ガ
ス
：
使
用
す
る
ガ
ス
の
種
類

〈
二
重
構
造
容
器
に
つ
き
捨
て
方
注
意
〉

ガ

ス

が

容

器

内

に

残

る

構

造

で

あ

る

た

め

、

使

い

切

っ

た

後

、

火

気

の

な

い

通

気

性

の

良

い

戸

外

で

、

枠

外

に

示

す

方

法

に

よ

り

ガ

ス

を

排

出

し

て

か

ら

捨

て

る
こ
と
。

備
考

一

火

炎

発

生

状

態

試

験

は

、

日

本

産

業

規

格

Ｓ

３

３

０

１

エ

ア

ゾ

ー

ル

等

製

品

の

試

験

方

法

に

よ

る

こ
と
と
す
る
。

二

「

火

気

等

」

の

部

分

は

、

ス

ト

ー

ブ

、

フ

ァ

ン

ヒ

ー

タ

ー

等

製

品

の

使

用

さ

れ

る

環

境

に

応

じ

た
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具
体
例
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

「

使

用

す

る

ガ

ス

の

種

類

」

の

部

分

は

、

使

用

す

る

ガ

ス

の

名

称

、

略

称

又

は

分

子

式

を

表

示

す

る
こ
と
と
す
る
。

四

「

火

気

を

使

用

し

て

い

る

室

内

で

大

量

に

使

用

し

な

い

こ

と

。

」

の

部

分

は

、

屋

外

で

使

用

さ

れ

る

エ

ア

ゾ

ー

ル

で

あ

っ

て

表

示

す

る

枠

の

外

に

「

室

内

で

使

用

し

な

い

こ

と

。

」

と

明

瞭

に

表

示

さ

れ
て

い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。


